
真鶴町立まなづる小学校 

令和２年度学校だより 

1月 14 日発行 

【文責 校長 浜口勝己】 

【学校教育目標】「自分を大切に 仲間や学校を大切に 町を大切に」 

～自立をめざし 自分のよさを生かし まちづくりに参加できる子の育成～ 

 

新年を迎え、１月も中旬に入りました。 

夏休み同様、冬休みも例年より短くなってしまいましたが、子供たちは元気に３学期を迎

えています。冬休みが短かったためか、学校生活のリズムも早くに取り戻すことができまし

た。まとめの学期として、学習面、生活面共に一段と頼もしさを感じられるような学校生活

をめざして、職員一同、指導・支援に努めていきたいと考えています。  

本年もよろしくお願いいたします。 

 

学習内容の履修状況について 

前年度の３月から休校となったことから、６月の学校再開時は前学年の未履修の学習から

始めました。１学期末の学校だより「スマイルまなづる 77 号」でもお知らせしましたよう

に、夏休みに入る段階で、旧５年生の理科の「電流がつくる磁力」のみ現６年生の２学期の

学習内容として残し、他の前学年の未履修分については履修済みとなっていました。２学期

を終えた段階で、その旧５年生の未履修であった理科の学習内容も履修済みとなりました。  

 

今年度の履修すべき学習内容の履修状況ですが、現段階ではほとんどの学年・教科で今年

度中に履修できる見込みです。 

全学年ともに体育の水泳関係の内容については、季節的にも今年度中の学習は不可能であ

り、来年度の学習を待つことになります。 

家庭科の調理実習については、緊急事態宣言が出された現状では制約

が多く、５年生については次年度に持ち越す内容も出てくる可能性があ

ります。６年生については、机上の学習（栄養について、調理道具の扱

い方についてなど）は確実に終えるようにし、緊急事態宣言が解除され

れば、１学級を２つに分け、密にならないよう一人でできる実習につい

ては、実施できるようにしたいと考えています。 

 

文部科学省は、３～５月の休校の時期を考慮し、最終学年である６年生については当該学

年の学習内容を今年度中に確実に履修することとし、５年生以下の

学年については令和３～４年度の間に各年度の当該学年の内容も

含めてすべてが履修できればよいとしています。 

しかし、本校の場合、長期休みを短くしたり、学期中の時数を増

やしたり、学習内容を精選したりしたことで、今年度中にほとんど

の履修すべき内容が終えられそうです。ただ、あくまで現時点での

見込みです。３学期末には、改めて履修状況についてお知らせいた

します。 
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緊急事態宣言が出された中での学校が行う感染防止対策について 

基本的な感染防止対策を確実に実施 
〇まめに手洗い・手指消毒（手洗いは 30 秒程度かけて、水とせっけんで行う） 

〇咳エチケットの徹底（マスクは原則１日中、体育、休み時間もはずさない） 

〇こまめに換気（エアコンの併用で室温を 28℃以下に） 

〇身体的距離の確保 

〇一人一人の健康状態に応じた運動や食事等、適切な生活習慣の理解・実行 

〇毎朝の体温計測、健康チェック。発熱又は風邪の症状がある場合は無理せず自宅療養。 

 

※ 熱中症の心配がなくなったことから、体育の時間も原則マスクを着用するようにしました。 

※ 次の場面で手洗いまたは消毒が確実にできているか、再度見直しをし、徹底します。 

①特別教室を使用する際の前後  ②ペアトーク、グループ活動の後 

③外から教室に入るとき  ④咳やくしゃみ、鼻をかんだとき 

⑤給食の前後  ⑥掃除の後  ⑦トイレの後 

各教科の取組について 
＜特に気をつける点＞ 

・ 近距離での活動は、できるだけ避ける。（実験、観察、発表、意見交換）  

 ＝実施が必要な場合＝ 

 

 

 

・ 用具の共用はできるだけ避ける。 

・ 用具を共用する場合は、授業前後の手洗い・消毒の徹底。  

・ 歌う、楽器を演奏することについては、慎重に判断する。マスク着用が必須。実施する

場合は、児童同士の間隔はできるだけ２ｍ、最低でも１ｍ以上確保する。前後、左右を

十分に保ち、同じ方向を向く。 

①一定の距離を保つ。 

②同一方向を向くなど対面を避ける。 

③短時間で行う。（15 分以内） 

 

給食時の対応 
○ 児童による給食当番は継続。 

○ 給食時のルールを再度確認・徹底する。 

食前、食後の手洗い・消毒。 

おしゃべりはしない。 

机１つおきに座る。 

食後は、自分の席で静かに待つ。 

○ 量の増減（事前に減らす、お代わりなど）

は教職員が行う。ただし、一品もののお

代わりのじゃんけんは認める（その際、

マスクを着用し、大声を出さない）。 

行事等について 
○ 「チャンピオンズリーグ」「マッチョチャレ

ンジ」…同一場所での活動人数が多いため、

３密の回避が難しい、声を出さずに活動す

ることが難しいことから、実施しない。 

○ 「学習発表会」…発表の仕方（展示、ビデ

オ発表等）を工夫して行う。 

・１、２年生については、生活科の学習で

行った「おもちゃランド」や「秋のお店

やさん」で、互いに交流した活動を学習

発表会とする。 

・３年生についても、４、６年生を招待し

た総合の「まなづるのくらし文化祭」を

学習発表会とする。 

・４～６年生については、これからの実施

だが、発表の仕方を工夫して実施する。 

その他 
○ 就学児童保護者説明会 

２月１日(月)→２月 22日(月)に延期 

○ 書き初め 

ボランティアの参加を見合わせる 

○ 園児交流（５年生と年長児） 

１月 28日(木)は中止 

★ 校内、校外にかかわらず、学校外の人と

の関わりを最小限にとどめる形で、学習

活動を計画する。 

１月 18日（月）～（緊急事態宣言発令中） 

…日課を変更し、なるべく下校時刻を早める

ことで、感染予防につなげます。詳細は改

めてお知らせします。 


